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令和８年５月定例教育委員会会議録 

 

○日  時  令和８年５月２８日（木） 午後３時 00分～午後３時４５分 

○場  所  櫛引庁舎 ３階 教育委員室 

○出席委員 

  教育長 成澤 和則 

１番  百瀨 克浩（教育長職務代理者） 

３番  中村 公俊 

４番  小林 真貴子 

○欠席委員 

２番  佐藤 涼子 

○出席議事説明職員氏名 

教育部長   白幡 有   管理課長  石川 聡   

管理課主幹兼教育施設在り方検討室長  疋田 昌広  学校教育課指導主幹 山中 秀人 

社会教育課長  遠藤 直樹   参事兼藤沢周平記念館長 沼沢 紀惠 

次長兼スポーツ課長 阿部 三成   中央公民館長  板垣 誠 

図書館 館長補佐 今野 章    給食センター所長  伊藤 智康 

○出席事務局職員氏名 

管理課庶務係長 長瀞 陽彦 

 

【会議次第】 

 １ 開会 

 ２ 市民憲章唱和 

 ３ 会議録署名委員の指名 

 ４ 議事 

   日程第１ 議第１４号 鶴岡市教育委員会事務事業の点検・評価の対象事業について 

   日程第２ 議第１５号 鶴岡市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱及び任命について（非公開） 

   日程第３ 議第１６号 市議会の議決を経るべき事件の議案に対する意見の申出について（非公開） 

                     

５ 報告事項 

  （１）鶴岡市地域子育て推進講演会について 

  （２）荘銀タクト鶴岡 2026年度自主事業について 

  （３）藤沢周平記念館 藤沢周平原作ドラマ上映会について 

  （４）郷土資料館展示「茨木のり子と庄内」について 

  （５）その他 ・学校給食センターについて （要請書・パブコメ） 
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開    会（午後３時） 

 

教育長 本日は、2番委員が欠席であるが、定足数に達しているので、ただいまから

5月の定例教育委員会を開会する。 

 

（管理課主幹が先唱し市民憲章を唱和） 

 

 本日の会議録署名委員は、３番委員にお願いする。 

それでは議事に入る。日程第１ 議第１４号 鶴岡市教育委員会事務事業

の点検・評価の対象事業について、事務局より説明願う。 

 

管理課長 事務事業の点検・評価については、「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」第26条の規定に基づき、効果的な教育行政の推進並びに市民へ

の説明責任を果たすことを目的とするものである。 

本議案は、令和8年度の教育委員会事務事業の点検・評価に係る対象と

して、別紙一覧表に記載のとおり、令和7年度に実施した19事業を提案する

ものである。当該事業については、教育委員会各課の主要事業の中から、市

総合計画における位置付けや市民生活上の親近性等を勘案し、注目度の高

い事業を選定した。 

初めに、管理課の所管事業においては、「通学対策事業」「学校改築事

業」「小中学校大規模改修事業」「国庫補助による新営改良工事」を選定し

た。これらは、スクールバスの運行や学校環境の整備に係る事業など、施策の

重要性や予算規模等から同課の主要事業に位置付けられるものであり、前

年度に引き続き対象事業とするものである。 

次に、学校教育課の所管事業においては、前年度から継続の「地域ととも

にある学校づくり推進事業」「GIGAスクール構想推進事業」「学校系ICT機

器等整備運用事業」「教育相談・適応指導事業」に加え、「地域スポーツ・文

化クラブ活動体制整備事業」を新たに対象とした。当該事業の概要は、中学

生の部活動の受け皿となる地域スポーツ・文化クラブ活動の運営団体に対

し、持続可能な運営に向けた体制整備や質の確保に係る取組み等を支援す

るものである。あわせて、経済的理由により就学が困難な世帯の生徒に対し、

各団体での活動に必要な会費および保険料等の支援を行うほか、外部指導

者への保険料の支援も実施している。 

次に、社会教育課の所管事業においては、毎年度対象としている「文化会

館管理運営事業」のほか、「放課後子ども教室推進事業」「歴史的構造物保

存事業」を今年度、新たに対象とした。「放課後子ども教室推進事業」の概要

は、放課後等における児童生徒の安全安心な居場所を確保し、地域住民の

参画を得て、学習や様々な体験・交流活動の機会を提供する事業に対し支援
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を行うものである。また、「歴史的構造物保存事業」については、市が所有す

る国・県・市指定文化財等の歴史遺産を後世に継承するため、保存修理等そ

の保存に必要な措置を講じるものであり、前年度は史跡松ヶ岡開墾場で1棟

のみ現存する貯桑土蔵の保存修理工事を実施している。 

次に、「藤沢周平記念館管理運営事業」については、本市独自の施設であ

ることから、引き続き対象事業とした。 

次に、スポーツ課の所管事業においては、前年度に引き続き「ウォーキング

等普及推進事業」「体育施設整備・管理運営事業」「鶴岡市スポーツ少年団

本部支援事業」を対象とした。 

次に、中央公民館の所管事業においては、「中央公民館市民学習促進事

業」のうち、今年度は天文学習事業を対象とするものである。本事業は、庄内

地域唯一のプラネタリウム施設として、小学校を対象とした天文移動教室の

番組を自ら制作するなど、学校における理科教育の充実に寄与しているもの

である。また、一般公開においては、幼児から高齢者まで幅広い世代に対し、

天文情報の提供やレクリエーションの場として広く活用されている。 

最後に、図書館・郷土資料館および学校給食センターの管理運営事業に

ついては、両施設ともに教育委員会の主要施設であることから、引き続き対

象事業とするものである。 

議案の概要は以上のとおりであるが、これら19事業について、事業の目的

や目標、実施内容および状況、その評価と今後の方向性について取りまとめ

を行うものである。 

外部評価者については、管理・学校教育分野は元小学校長の栗田英明

氏、今回新たに評価を依頼する社会教育分野はみどり幼稚園園長の鈴木郁

生氏、スポーツ分野は元高等学校長の難波理氏にそれぞれご依頼している。 

今後の進め方としては、6月中旬を目途に、事務局において各事業の点検

評価個票を作成する。取りまとめ後、教育委員の皆様に当該個票を郵送し、

ご意見等を伺った上で、所管課において確認及び修正を行う。その後、7月上

旬に外部評価者へ送付し、8月上旬を目途に評価をいただく予定となってい

る。 

8月中旬には外部評価者の評価を反映した報告書を作成し、8月の定例

教育委員会へ提出したいと考えている。同委員会の議決をいただいた後、市

議会9月定例会の会期中を目途に市議会議員各位へ配付するとともに、市

のホームページに掲載する予定である。 

 

教育長 ただいまの議第１４号について、質問、意見はあるか。 

なければ、議第１４号について、賛成の方は挙手をお願いする。 

各委員 (全員挙手) 
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教育長 全員挙手により可決された。 

続いての議案であるが、日程第２ 議第１５号は人事案件のため、また、日

程第３ 議第１６号は議会に上程される前の議題のため、非公開とすることに

ご異議ないか。 

各委員 異議なし。 

 

教育長 異議なしと認め、議第１５号、議第１６号は非公開とする。 

（会議録は別記録とする） 

 

教育長 次に、報告事項に入る。報告事項（１）鶴岡市地域子育て推進講演会につ

いて、（２）荘銀タクト鶴岡2026年度自主事業について、事務局より説明願

う。 

社会教育課長 最初に、（１）鶴岡市地域子育て推進講演会「メディア・スマホ時代の子育

てのヒント」について、ご報告する。 

この講演会は、保護者の皆さまから、各家庭における教育や子育てについ

て学んでいただく機会を設けるとともに、地域の方からも子育てについての関

心と理解を深めていただき、社会全体で子育てに取り組む意識を高めること

を目的に、毎年開催しているものである。昨年度に引き続き、講師には、教育・

保育評論家の汐見稔幸先生をお招きし、にこ♡ふる３階会議室を会場に開催

する。日時は７月１２日日曜日の１３時３０分からである。汐見先生は、これまで

教育や保育に関する著書を多数出版されており、ＮＨＫ・Ｅテレ等にも出演され

ている。今回は、メディア・スマホのプラス面を活かし、マイナス点を楽しく克服

する子育てのあり方について、をテーマにお話しいただく予定である。 

昨今の家庭教育における課題について考える機会であるので、教育委員

の皆様にも、ぜひご参加いただくよう、ご案内する。なお、参加方法は、会場及

びオンラインのいずれかとなっており、託児もご用意しているので、周知にもご

協力いただければ幸いである。 

次に（２）今年度の荘銀タクト鶴岡自主事業の紹介をする。 

自主事業としているが、指定管理者の主催事業だけでなく共催事業も含ま

れる。 

見開きのパンフレットは今年度１年間の予定を記載しているものである。詳

しくはご覧いただきたいと思うが、９月にはグリーンボーイズ、１２月にはオレン

ジレンジと、世間一般的に有名どころのアーティストのライブも予定されてい

る。裏面には、タクトメンバーズ登録の募集についても載っているので、教育委

員の皆様からもご登録をご検討いただければと思う。 

また、チラシ２枚も配布しているが、直近の６月７日日曜日の「あそびまなび

フェス」については、タクトの新たな取り組みとして、新たなタクト使い方を模索

する事業の第１弾であり、不登校児童生徒や発達障害の子どもの交流の場
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を主なテーマとして開催される。午後からは庄内藩校致道館を会場とした、教

育講演も行われる。ぜひ教育委員の皆様からもご来場いただき、周知につい

てもご協力をお願いしたい。 

「レオの小さなトランク」については、まだ先の日程となっていることもあって

出足が緩やかと聞いている。こちらについても周知をよろしくお願いしたい。 

 

教育長 ただいまの報告にご質問、ご意見はないか。 

なければ次に、報告事項（３）藤沢周平記念館 藤沢周平原作ドラマ上映

会について、事務局より説明願う。 

 

藤沢周平記念館長 藤沢周平記念館では、藤沢作品の世界に親しみ、来館を促すことを目的

に、館内イベントとして、上映会を開催する。こちらは時代劇専門チャンネル様

のご協力のもと、藤沢周平原作ドラマオリジナル作品を上映するものである。 

会場の都合で人数に制限があるが、毎回定員に達する申込で、好評をい

ただいている。委員の皆様からもぜひご参加いただきたくご案内する。 

また、4月の定例教育委員会でご報告の企画展〈「春秋山伏記」の世界〉

が明日から開催する。ぜひご来館いただきたい。 

今年は、羽黒山午歳御縁年であり、出羽三山歴史博物館やいでは文化記

念館と連携し、各館いずれかの半券チケット提示で割引料金にて入場ができ

る。藤沢周平記念館だけでなく、羽黒山の方にも行っていただき、また記念館

にも来ていただける取組みを行っている。 

加えて、関連イベントの佐藤輝さんの朗読会の申込みを受け付けしている。

是非お待ちしている。 

 

教育長 ただいまの報告にご質問ご意見はないか。 

それでは、続いて報告事項（4）郷土資料館の展示「茨城のり子と庄内」に

ついて、事務局より説明を願う。 

 

図書館長補佐 現在、図書館2階の展示コーナーで開催している「茨木のり子展」につい

て、ご説明申し上げる。 

本年が、詩人として著名な、茨木のり子の生誕100年にあたることから、茨

木のり子生誕100年のつどい実行委員会が主催となり、5月20日から「茨木

のり子と庄内展」を開催している。郷土資料館では、共催という形で本展の展

示に協力した。 

母と夫が庄内出身ということで、茨木のり子自身、庄内との関係が深く、ご

本人もたびたび庄内を訪れ、当地の人々とも交流を続けられた。例えば、温海

中学校の校歌は茨木のり子が作詞したものであることはよく知られているが、

今回は学校に保管してあった自筆原稿や、新茶屋で結婚式を挙げた時に着
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ていた着物など、当地とゆかりの深い資料約70点を展示している。 

6月28日には、荘銀タクトにてイベントも開催されるが、こちらの展示の方に

も是非足を運んでいただきたい。 

 

教育長 ただいまの報告にご質問、ご意見はないか。 

それでは（5）その他であるが、学校給食センターから報告があるので、事務

局より説明をお願いする。 

 

学校給食センター所長 給食センターから施設整備に関して、２件、報告する。一点目が施設整備に

ついての要請と、二点目がパブリックコメントについてである。 

一点目に関して資料をご覧いただきたい。田川地区学校給食を守る市民

会議から要請書を受領している。5月22日の夕方、教育委員室で教育長から

受領いただき、教育部長と私が陪席した。要望書の写しを資料2枚目に添付

しているので、ご参照いただきたい。受領後に意見交換を行い、その概要をま

とめている。1枚目の2番目に要請内容を記載しているが、要点としては4点ほ

どあった。1つ目が、学校給食発祥の地であることや、食文化、地産地消という

点での責任について。２つ目が、民間委託は利益優先になりがちなのでそれ

を心配しているということ。３つ目が、直営であれば災害に柔軟に対応できる

のではないかという点、そして４つ目が、専門性や経験の蓄積のために調理

員を専門職として採用してはどうかという提案であった。それに対して、市の方

針等を意見交換の中でお伝えしたところである。 

責任という点では、給食の発注のスキームとして、これからも市が責任を持

って、食材調達まで行っていくので、継続して質を落とすこともなく、取り組ん

でいくということ。民間委託という点では、現在も4つのセンターにおいて、民

間委託で行っているが、直営と同様に提供できているということ。災害対応の

点では、民間委託であっても、対応できる部分もあると思うので、今後も検討

していくということ。専門性や経験の蓄積の点では、委託業者においても、研

修などで可能ではないかというようなことを答えているところである。 

最後に、今パブリックコメントも行っているので、寄せられた意見を十分に踏

まえながら、市長部局とも協議を行い検討していくとお伝えしたところである。 

次に、パブリックコメントについてである。資料に実施募集要綱を添付して

いるが、5月15日から6月15日までの期間でパブリックコメントを行っている。 

現時点で20件ほど意見が寄せられており、こういったことを実施して欲し

いというような意見をいただいているので、必要があれば計画案への反映や、

今後、給食センターの中で取り組んでいける方法など整理しながら対応した

い。 

 

教育長 ただいまの報告にご質問ご意見はないか。 
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1番委員 要望書にある調理部門の直営維持を求める意見は、現在委託しているセ

ンターについても将来的に直営にすべきだという趣旨が含まれているのか。そ

れとも新学校給食センターに関するものだけか。 

 

学校給食センター所長 新学校給食センターについて直営を堅持してほしいという趣旨であり、現

在委託しているセンターについては触れられていないと捉えている。 

 

教育長 他にご質問ご意見はないか。 

委員から何かあるか。 

なければ、これをもって、5月の定例教育委員会を終了する。 

 

 

 

閉  会  (午後３時45分) 

 

 

 


